
 

                             

 

修
復
、
見
通
し
立
た
ず 

 

天
井
レ
ン
ガ
が
は
く
落
し
た

の
は
一
昨
年
一
二
月
で
し
た

が
本
年
三
月
に
や
っ
と
熱
上

げ
し
、
溶
融
炉
頂
上
部
か
ら

差
し
込
ん
だ
『
レ
ン
ガ
回
収
器

具
』
を
用
い
て
作
業
を
行
い 

                             

ま
し
た
。
し
か
し
高
温
か
つ 

強
力
な
放
射
線
の
中
で
の
遠

隔
操
作
に
よ
る
作
業
で
、
カ

メ
ラ
を
入
れ
る
こ
と
も
な
ら

ず
、
手
探
り
状
態
で
試
み
ら

れ
ま
し
た
が
レ
ン
ガ
を
つ
か
む

こ
と
が
出
来
な
い
ま
ま
回
収 

器
具
二
基
を
既
に
更
新
し
、 

              

新
た
に
二
基
作
製
中
で
す
。 

放
射
線
ア
ラ
ー
ム
発
報 

こ
の
間
四
月
三
〇
日
ガ
ラ

ス
固
化
建
屋
で
「
圧
力
高
ア

ラ
ー
ム
」
が
発
報
し
ま
し
た
。

セ
ル
内
の
空
気
の
負
圧
が
保

持
さ
れ
ず
、
放
射
能
を
帯
び

た
空
気
が
隣
室
に
流
れ
た
可

能
性
が
あ
り
、
従
業
員
の
被

ば
く
が
心
配
さ
れ
ま
す
。 

 

 

他
の
レ
ン
ガ
に
も
亀
裂 

 

『
報
告
書
』
に
は
天
井
部

分
の
耐
火
レ
ン
ガ
の
「
熱
応
力

解
析
」
結
果
が
記
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
さ

ら
に
三
箇
所
の
レ
ン
ガ
が
は

く
落
す
る
可
能
性
が
あ
る
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
加
熱
と
冷

却
を
繰
り
返
す
度
に
溶
融

炉
自
体
の
損
傷
が
心
配
さ

れ
、
こ
れ
以
上
の
操
作
は
中

止
さ
れ
る
べ
き
状
況
で
す
。  

 

                     

ガ
ラ
ス
溶
融
炉
を
、

誰
が
認
証
し
た
の
か 

 

【
川
田
議
員
質
問
主
意
書
】 

◇
ト
ラ
ブ
ル
続
き
の
ガ
ラ

ス
溶
融
炉
に
つ
い
て
一
昨

年
の
下
田
敦
子
参
議
院
議

員
の
質
問
主
意
書
へ
の
政

府
答
弁
書
に
は
、
「
ガ
ラ
ス

固
化
技
術
は
外
部
専
門
家

に
よ
り
技
術
の
成
立
性
が

実
証
さ
れ
た
、
核
燃
サ
イ
ク

ル
開
発
機
構
が
開
発
し
た

技
術
で
あ
る
が
、
従
業
員
の

設
備
操
作
の
習
熟
問
題
や 

設
備
の
不
具
合
か
ら
試
運 

                     

転
に
時
間
を
要
し
て
い
る
。

問
題
点
は
解
決
を
図
れ
る
」

と
あ
る
。
し
か
し
今
日
、
未

だ
ト
ラ
ブ
ル
解
決
の
見
通

し
が
立
っ
て
い
な
い
。
ガ
ラ

ス
固
化
技
術
は
未
確
立
の

技
術
で
は
な
い
の
か
。 

【
政
府
答
弁
書
】 

◆
下
田
敦
子
議
員
へ
の
答

弁
書
の
通
り
で
あ
る
。 

【
川
田
議
員
再
質
問
書
】 

◇
六
ヶ
所
工
場
に
先
立
つ

茨
城
県
『
東
海
Ｔ
Ｖ
Ｆ
１
号

溶
融
炉
』
は
五
〇
〇
日
で
電

極
が
浸
食
さ
れ
、
ガ
ラ
ス
固

化
体
を
一
三
〇
本
製
造
し

三陸の海を放射能から守る                       《天恵の海》 
岩手の会                                ２０１０（平成２２）年      
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六
ヶ
所
再
処
理
工
場
に
は
高
レ
ベ
ル
放
射
性

廃
液
が
約
二
四
〇
立
方
㍍
蓄
積
し
て
お
り
、
万
一

大
地
震
な
ど
で
環
境
に
漏
れ
出
し
た
場
合
、
深
刻

な
地
球
規
模
の
放
射
能
汚
染
が
危
惧
さ
れ
ま
す
。 

川
田
龍
平
参
議
院
議
員
は
こ
の
問
題
に
つ
い

て
二
回
に
わ
た
り
「
質
問
主
意
書
」
を
提
出
し
「
政

府
答
弁
書
」
を
受
け
と
り
ま
し
た
。
一
回
目
は
昨

年
一
一
月
一
〇
日
に
提
出
し
二
〇
日
に
答
弁
書

を
受
領
、
二
回
目
の
再
質
問
は
本
年
四
月
二
〇
日

に
提
出
し
三
〇
日
に
受
領
し
ま
し
た
。
全
て
の
国

民
の
安
全
に
関
わ
る
こ
の
問
題
は
党
派
を
超
え

た
課
題
で
す
。
『
政
府
答
弁
書
』
か
ら
は
核
燃
再

処
理
政
策
の
安
全
軽
視
の
実
態
が
浮
か
び
上
が

り
ま
し
た
。
主
な
内
容
を
分
析
し
連
載
し
ま
す
。 

＊
参
議
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
会
議
録
の
閲
覧
」 

質
問
主
意
書 

第
一
七
三
国
会
・
提
出
２
６
号 

質
問
主
意
書 

第
一
七
四
国
会
・
提
出
６
０
号 

 

川田龍平参議院議員提出 

『質問主意書』・『政府答弁書』の分析。その１ 

レ
ン
ガ
剥
落
部
分 

日
本
原
燃
は
二
月
二
四
日
、
原
子
力
安
全
・保
安
院
に
『ガ
ラ
ス
溶
融
炉
の
一
部
損
傷
経

過
報
告
書
（そ
の
２
）』
を
提
出
し
、
停
止
中
の
ガ
ラ
ス
溶
融
炉
に
熱
入
れ
し
、
一
年
三
ヶ
月
ぶ

り
の
四
月
三
日
か
ら
は
く
落
し
た
レ
ン
ガ
の
回
収
作
業
に
入
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
作
業
は
困

難
を
極
め
、
定
期
点
検
と
も
重
な
っ
て
、
四
月
二
一
日
に
は
中
断
し
、
五
月
一
五
日
に
回
収

作
業
を
再
開
し
ま
し
た
。
五
月
二
六
日
、
一
五
回
目
の
回
収
作
業
が
な
さ
れ
、
「炉
底
中
央

部
か
ら
黒
い
物
体
が
回
収
さ
れ
た
」と
発
表
し
ま
し
た
が
、
三
時
間
後
に
は
「物
体
は
回
収
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
」と
訂
正
し
ま
し
た
。 『

美
浜
の
会
』 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り 

ガ
ラ
ス
溶
融
炉
断
面
図 

 



た
と
こ
ろ
で
廃
炉
と
な
っ
た
。

『
六
ヶ
所
Ｋ
溶
融
炉
』
は
モ
ッ

ク
ア
ッ
プ
（
実
物
大
模
型
）
試

験
も
終
了
し
な
い
ま
ま
設
置

さ
れ
た
。
確
立
し
た
技
術
と

は
言
え
な
か
っ
た
の
で
は
な
い

か 【
政
府
再
答
弁
書
】 

◆
外
部
専
門
家
に
よ
り

技
術
の
成
立
性
が
実
証
さ

れ
た
と
し
た
根
拠
は
、
『
核

燃
料
サ
イ
ク
ル
機
構
（
当

時
）
廃
棄
物
処
理
処
分
課
題

評
価
委
員
会
（
石
榑
顕
吉
委

員
長
・
委
員
一
四
人
）
』
の

ま
と
め
た
報
告
書
に
よ
る
。

『
原
子
力
研
究
開
発
機
構
』

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
開

し
て
い
る
。 

《
岩
手
の
会
・
見
解
》 

ゴ
ー
サ
イ
ン
を
出
し

た
経
緯
が
不
明 

 

技
術
的
に
未
確
立
で
あ

っ
た
ガ
ラ
ス
溶
融
炉
を
採

用
・
設
置
し
た
の
は
、
政
府

内
の
審
議
会
や
政
策
担
当

者
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
り
、

そ
の
判
断
に
至
っ
た
経
緯

を
明
ら
か
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
事
業
主

体
の
『
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
機

構
』
内
の
評
価
委
員
会
は

『
外
部
専
門
家
』
の
評
価
と

言
え
る
の
か
疑
問
で
す
。
し

か
も
、
同
委
員
会
の
『
報
告

書
』
を
詳
細
に
読
ん
で
み
る

と
、
白
金
族
堆
積
問
題
は
未 

                               

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー 

解
決
と
認
め
つ
つ
「
固
化
技

術
の
成
立
性
が
実
証
さ
れ

た
」
と
し
て
お
り
、
整
合
性

に
欠
け
る
評
価
を
し
て
い

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。 

      

運
動
の
輪
広
が
っ
て
い
る 

田
村
会
長
は
「
三
陸
の
海

の
自
然
と
安
全
安
心
な
食

材
を
守
る
私
達
の
活
動
は
、 

三
陸
の
住
民
の
共
感
を
呼

び
運
動
の
輪
が
大
き
く
広

が
っ
て
い
る
。
放
射
能
を
海

に
捨
て
さ
せ
な
い
た
め
の

法
整
備
の
運
動
に
も
関
係

者
の
理
解
が
進
み
協
力
の

態
勢
が
次
第
に
整
っ
て
き

て
い
る
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。 

地
域
で
学
習
会
や
語
る
会 

菅
野
和
夫
事
務
局
長
か 

ら
経
過
報
告
が
な
さ
れ
ま

し
た
。 

◇
放
射
能
海
洋
放
出
規
制

法
（
仮
称
）
の
制
定
を
求
め 

     

『
岩
手
の
会
』
は
、
各
政
党

宛
、
参
議
院
議
員
選
挙
の
マ

ニ
フ
ェ
ス
ト
に
『
再
処
理
見
直

し
』
を
記
載
す
る
よ
う
要
請

書
を
五
月
二
一
日
に
郵
送

し
ま
し
た
。 

 

要
請
事
項 

◎
事
故
続
き
で
見
通
し
の
立

た
な
い
六
ヶ
所
再
処
理
工
場 

る
市
町
村
議
会
請
願
は
昨

年
六
月
に
金
ヶ
崎
町
議
会

が
採
択
し
、
残
る
は
釜
石
市

と
盛
岡
市
の
二
議
会
の
み

と
な
っ
た
。
両
市
議
会
に
は

再
請
願
を
行
い
前
回
に
比

べ
私
達
の
主
張
へ
の
理
解

が
徐
々
に
が
浸
透
し
て
い

る
の
を
感
じ
て
い
る
。 

◇
各
地
区
で
学
習
会
や
映

画
会
、
講
演
会
、
国
会
議
員

と
語
る
会
を
実
施
し
た
。 

環
境
基
本
法
の
改
正
を
求

め
て
署
名
活
動 

本
年
度
事
業
提
案
で
は

◇
地
元
国
会
議
員
と
語
る

会
の
中
で
、
「
法
整
備
は
国

会
の
仕
事
で
あ
る
」
と
い
う

視
点
が
大
切
と
気
づ
か
さ

れ
た
。
私
達
の
求
め
る
「
放

射
能
海
洋
放
出
規
制
法
（
仮

称
）
」
の
運
動
に
は
、
環
境

基
本
法
第
一
三
条
に
「
放
射

性
物
質
に
つ
い
て
は
原
子 

    

を
無
理
に
操
業
さ
せ
れ
ば

多
大
な
税
金
・
公
共
料
金
の

無
駄
づ
か
い
と
な
る
の
は
必

至
で
あ
り
見
直
す
べ
き
こ

と
。 

◎
唯
一
の
被
爆
国
で
あ
る
日

本
こ
そ
、
核
不
拡
散
政
策
を

積
極
的
に
推
進
し
核
廃
絶
へ

の
潮
流
を
作
る
先
頭
に
立
つ 

力
基
本
法
そ
の
他
の
関
係

法
律
で
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
る
」
と
さ
れ
、
放
射
能
に

よ
る
環
境
汚
染
防
止
が
明

記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が

前
進
を
阻
ん
で
い
る
要
因

の
一
つ
で
あ
る
。 

◇
こ
の
環
境
基
本
法
の
改 

     

宮
古
市
議
会
議
員
選
挙
は

四
月
二
五
日
投
票
さ
れ
開
票

の
結
果
、
『
豊
か
な
三
陸
の
海

を
守
る
会
』
会
員
が
六
人
全

員
当
選
し
ま
し
た
。 

川
井
村
と
の
合
併
後
初
の

選
挙
で
定
員
二
八
名
に
三
二

人
が
立
候
補
し
ま
し
た
。
同

『
海
を
守
る
会
』
か
ら
は
現
職

五
人
、
新
人
一
人
が
立
候
補

し
ま
し
た
が
、
会
と
し
て
は
自

主
投
票
と
し
、
各
地
区
立
候 

 

   

べ
き
こ
と
。
そ
の
た
め
に
「
再

処
理
を
や
め
」
＝
「
プ
ル
ト
ニ

ウ
ム
の
生
産
・
保
有
を
や
め

る
」
こ
と
の
、
世
界
に
与
え
る

影
響
は
計
り
知
れ
な
い
。 

◎
原
子
力
政
策
審
議
委
員

の
民
主
的
で
公
正
な
選
出
。 

（
全
文
は
Ｈ
Ｐ
『
岩
手
の
環
境

／
Ｒ
Ｉ
廃
棄
物
』
に
掲
載
） 

 

正
を
求
め
て
署
名
活
動
を 

全
国
展
開
し
、
選
出
区
の
国 

会
議
員
に
提
出
す
る
。 

◇
六
ヶ
所
再
処
理
工
場
の

放
射
能
廃
液
を
海
に
放
出

さ
せ
な
い
よ
う
求
め
、
講
演

会
や
地
域
学
習
会
の
開
催
。 

な
ど
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。 

     補
者
に
、
再
処
理
工
場
か
ら

の
放
射
能
汚
染
問
題
を
提
起

し
理
解
と
協
力
を
訴
え
ま
し

た
。
田
村
会
長
は
山
田
町
議

会
議
員
の
経
験
を
生
か
し
、

激
励
、
応
援
弁
士
に
奔
走
し

ま
し
た
。
当
選
し
た
六
人
の
会

員
は
自
民
党
系
二
人
、
民
主

党
系
一
人
、
共
産
党
二
人
、

新
人
無
所
属
一
人
で
す
。
特

に
新
人
の
女
性
議
員
は
再
処

理
ス
ト
ッ
プ
全
国
署
名
提
出
で

国
会
請
願
を
行
っ
た
際
、
「
唯

の
主
婦
で
は
声
を
聞
い
て
も
ら

え
な
い
」
と
痛
感
し
急
遽
立
候

補
を
決
意
し
、
「
六
ヶ
所
再
処

理
問
題
」
の
県
内
外
の
仲
間
も

駆
け
つ
け
草
の
根
運
動
を
展

開
し
当
選
し
ま
し
た
。
「
当
選

後
加
入
」
の
四
人
の
議
員
を
加

え
、
会
員
十
人
の
得
た
得
票

は
全
体
の
三
四
％
に
あ
た
り

ま
す
。 

三
陸
の
海
を
放
射
能
か
ら

守
る
た
め
の
意
義
深
い
選
挙

結
果
と
な
り
ま
し
た
。 

（Ｋ
） 

岩
手
県
三
陸
沿
岸
部
の

宮
古
・
山
田
を
中
心
に
漁
業

者
や
消
費
者
が
結
集
し
て

運
動
を
進
め
て
い
る
『
豊
か

な
三
陸
の
海
を
守
る
会
』

（
田
村
剛
一
会
長
、
会
員
一

二
四
人
）
は
五
月
二
三
日
、

宮
古
市
の
磯
鶏
公
民
館
で

会
員
三
一
人
が
出
席
し
今

年
度
の
総
会
を
開
催
し
ま

し
た
。 

 

 
 

環
境
基
本
法
の 

放
射
能
規
制
の
不
備
を
正
そ
う 

 

宮
古
市
議
会
議
員
選
挙 

『豊
か
な
三
陸
の
海
を
守
る
会
』会
員 

六
人
全
員
当
選 


